
「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ

宣
言
」に
つ
い
て

　

令
和
６
年
度
に
「
た
つ
の
市
地
球

温
暖
化
対
策
実
行
計
画
（
区
域
施

策
編
）」
を
策
定
す
る
に
あ
た
り
、

２
０
５
０
年
脱
炭
素
社
会
の
実
現

に
向
け
た
取
り
組
み
を
加
速
す
る

た
め
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
を
宣

言
し
ま
し
た
。

た
つ
の
市
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言

　

近
年
、
地
球
温
暖
化
に
よ
る
気

候
変
動
は
、
私
た
ち
を
取
り
巻
く

自
然
環
境
の
大
き
な
課
題
で
す
。

ま
た
、
大
量
の
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

消
費
す
る
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
か
ら
、

持
続
可
能
な
社
会
へ
の
変
革
を
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

た
つ
の
市
は
、
山
や
川
、
海
な
ど

の
豊
か
な
自
然
か
ら
多
く
の
恵
み

を
授
か
り
、
優
れ
た
文
化
や
歴
史

を
築
き
上
げ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
恵

ま
れ
た
自
然
環
境
を
将
来
に
引
き

継
い
で
い
く
た
め
に
、
市
民
・
事
業

者
の
皆
さ
ま
と
と
も
に
、
持
続
可

能
な
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
み
、

２
０
５
０
年
ま
で
に
温
室
効
果
ガ

ス
の
排
出
量
実
質
ゼ
ロ
を
目
指
し
、

た
つ
の
市
は
「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ

テ
ィ
」
を
宣
言
し
ま
す
。

令
和
６
年
６
月
３
日

た
つ
の
市
長　

山
本　

実

フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
の
実
施

　

消
費
・
賞
味
期
限
切
れ
に
よ
っ
て

廃
棄
さ
れ
る
食
品
ロ
ス
の
削
減
と

食
品
の
有
効
活
用
を
図
る
た
め
、

フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
を
実
施
し
ま
す
。

■	

と
き　

６
月
18
日（
火
）～
20
日

（
木
）	

９
時
～
16
時

■	

と
こ
ろ　

市
役
所
本
館
玄
関
ホ
ー
ル

■	

ご
提
供
い
た
だ
き
た
い
品
目
の
例

【
常
温
保
存
で
き
る
食
品
】

・
缶
詰
（
肉
、
魚
、
野
菜
、
果
物
）

・
イ
ン
ス
タ
ン
ト
・
レ
ト
ル
ト
食
品

・
乾
物（
パ
ス
タ
、
ド
ラ
イ
フ
ル
ー
ツ
等
）

・
嗜
好
品（
お
茶
、
コ
ー
ヒ
ー
等
）

・
調
味
料（
醤
油
、
味
噌
、
砂
糖
等
）

・
お
米
（
白
米
、
玄
米
、
ア
ル
フ
ァ
化
米
）

・
粉
ミ
ル
ク
、
離
乳
食
、
お
菓
子
等

【
生
理
用
品
（
未
開
封
・
未
使
用
に

限
る
）】

■	

受
け
付
け
で
き
な
い
も
の

・
開
封
済
み
や
包
装
、
外
装
が
破

れ
て
い
る
も
の

・
賞
味
期
限
が
一
カ
月
を
切
っ
た
食
品

・
生
鮮
食
品

・
ア
ル
コ
ー
ル
（
み
り
ん
、
料
理
酒

は
除
く
）

※
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
は
、
環
境
課
で

常
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
実
施
し
た
フ
ー
ド
ド
ラ

イ
ブ
で
は
、
年
間
で
７
０
８
キ
ロ
の

食
品
を
ご
提
供
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ご
提
供
い
た
だ
い
た
食
品
は
、

「
フ
ー
ド
バ
ン
ク
た
つ
の（
特
定
非
営

利
活
動
法
人
い
ね
い
ぶ
る
）」
を
通

たつのこどもエコクラブ活動風景たつのこどもエコクラブ活動風景

「
第
４
次
た
つ
の
市
地
球

温
暖
化
対
策
実
行
計
画

（
事
務
事
業
編
）」を
策
定

　

令
和
６
年
３
月
に「
地
球
温
暖
化

対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」に
基

づ
き
、
市
役
所
の
業
務
に
よ
り
排
出

さ
れ
る
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量

お
よ
び
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
量
の
削
減

に
お
け
る
取
り
組
み
の
合
理
化
を

目
指
し
、
第
４
次
た
つ
の
市
地
球
温

暖
化
対
策
実
行
計
画
（
事
務
事
業

編
）
を
策
定
し
ま
し
た
。

■	

計
画
期
間　

令
和
６
年
度
か
ら

令
和
12
年
度
ま
で

■	

基
準
年
度　

平
成
25
年
度

■	

削
減
目
標　

令
和
12
年
度
ま
で

に
68
・
９
％
削
減

■	

目
標
達
成
の
た
め
の
重
点
的
取
組

１　

公
共
施
設
へ
の
太
陽
光
発
電

設
備
の
最
大
限
の
導
入

２　

Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
へ
の
更
新

３　

公
共
施
設
の
Ｚ
Ｅ
Ｂ
化
（
ネ
ッ

ト
・
ゼ
ロ
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
ビ

ル
の
略
称
）

４　

公
用
車
の
電
動
化
へ
の
更
新

サ
ク
ラ
を
食
い
荒
ら
す
特
定

外
来
生
物
「
ク
ビ
ア
カ
ツ
ヤ

カ
ミ
キ
リ
」
が
増
殖

　

サ
ク
ラ
な
ど
主
に
バ
ラ
科
の
樹

木
を
加
害
す
る
特
定
外
来
生
物 

「
ク
ビ
ア
カ
ツ
ヤ
カ
ミ
キ
リ
（
体
長

2.5
～
４
㎝
。
全
体
が
光
沢
の
あ
る
黒

色
で
赤
い
胸
部（
首
）が
特
徴
）」
の

成
虫
が
活
動
す
る
シ
ー
ズ
ン
に
入
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
カ
ミ
キ
リ
ム
シ

は
、
サ
ク
ラ
・
ウ
メ
・
モ
モ
等
の
樹

木
を
好
み
ま
す
。
成
虫
が
樹
木
の

中
に
卵
を
産
み
付
け
、
幼
虫
が
木

の
内
部
を
食
い
荒
ら
す
こ
と
で
、
木

を
弱
ら
せ
た
り
、
倒
木
等
の
被
害

を
発
生
さ
せ
ま
す
。
被
害
を
防
止

す
る
に
は
、
何
よ
り
も
早
期
発
見
・

早
期
防
除
が
重
要
で
す
。

　

た
つ
の
市
の
「
市
花
」
「
市
木
」 

で
あ
る
「
サ
ク
ラ
」「
ウ
メ
」
を
守

る
た
め
に
も
、
ク
ビ
ア
カ
ツ
ヤ
カ
ミ

キ
リ
や
フ
ラ
ス
（
幼
虫
の
フ
ン
と
木

く
ず
が
混
ざ
っ
た
も
の
）
を
見
か
け

た
場
合
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

 

※
特
定
外
来
生
物
と
は
、「
特
定
外

来
生
物
に
よ
る
生
態
系
等
に
係
る

被
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
」
に

基
づ
き
環
境
省
が
指
定
し
た
生
物

で
、
防
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

■	

連
絡
先　

兵
庫
県
自
然
鳥
獣
共
生
課

（
☎
０
７
８
・
３
６
２
・
３
３
８
９
）

環
境
課
（
☎
64
・
３
１
５
０
）

みんなでつなごう 美しい自然みんなでつなごう 美しい自然

　環境基本法に定められた６月５日の「環境の日」を中心とする６月は環境月間です。　環境基本法に定められた６月５日の「環境の日」を中心とする６月は環境月間です。
　水と緑の美しい自然と、伝統ある文化を将来につなげるためにまず、自分の身近なところから　水と緑の美しい自然と、伝統ある文化を将来につなげるためにまず、自分の身近なところから
できる環境保全活動を考えてみませんか。できる環境保全活動を考えてみませんか。		 ▶▶環境課（☎環境課（☎6464・・31503150））

たつの市は、ゼロカーボンシティを宣言しました。たつの市は、ゼロカーボンシティを宣言しました。

じ
て
、
市
内
の
こ
ど
も

食
堂
や
福
祉
団
体
等
へ

提
供
さ
れ
、
有
効
に
活

用
さ
れ
ま
す
。

食
べ
き
り
運
動
協
力
店
を

募
集
し
て
い
ま
す
！

　

飲
食
店
や
宿
泊
施
設
か
ら
排
出

さ
れ
る
食
べ
残
し
等
に
よ
る
生
ご
み

の
削
減
を
推
進
す
る
た
め
、
食
べ
残

し
の
削
減
に
取
り
組
む
事
業
所
を

「
食
べ
き
り
運
動
協
力
店
」
と
し
て

募
集
し
ま
す
。

■	

対
象
事
業
者

　

市
内
で
営
業
し
、
次
の
１
～
６
の

取
り
組
み
項
目
を
１
つ
以
上
実
践

す
る
飲
食
店
お
よ
び
宿
泊
施
設

１	

小
盛
り
メ
ニ
ュ
ー
等
の
導
入

　
「
ご
は
ん
量
の
調
整
」、「
小
盛

り
メ
ニ
ュ
ー
の
設
定
」、「
ハ
ー
フ

サ
イ
ズ
メ
ニ
ュ
ー
の
設
定
」等

２	

食
べ
残
し
を
減
ら
す
た
め
の

呼
び
か
け
実
践

　
「
注
文
受
付
時
に
適
量
注
文
を

呼
び
か
け
る
」
、「
食
べ
き
り
協

力
店
で
あ
る
旨
の
呼
び
か
け
」、

「
食
事
会
で
の
食
べ
き
り
の
呼
び

か
け
」
等

３	

持
ち
帰
り
希
望
者
へ
の
対
応

　
「
消
費
期
限
等
を
説
明
し
た
上

で
の
持
ち
帰
り
提
供
」
、「
持
ち

帰
り
可
能
店
で
あ
る
こ
と
の
店

内
案
内
」
、「
持
ち
帰
り
容
器
の

設
置
」
等

４	

自
店
舗
で
の
生
ご
み
堆
肥
化
、

リ
サ
イ
ク
ル
事
業
者
へ
の
生
ご

み
引
き
渡
し

　
「
生
ご
み
処
理
機
で
堆
肥
化
」、

「
リ
サ
イ
ク
ル
業
者
等
へ
の
委
託

に
よ
る
堆
肥
化
」
等

５　

ポ
ス
タ
ー
等
の
掲
示
に
よ
る
、

食
べ
残
し
削
減
に
向
け
た
啓

発
活
動
の
実
施

６　

そ
の
他
、
食
べ
残
し
を
減
ら
す

た
め
の
工
夫

■	

申
請
方
法

　

登
録
を
希
望
す
る
店
舗
の
代
表

者
は
、
申
請
書
を
環
境
課
へ
郵
送
ま

た
は
持
参
に
よ
り
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
登
録
後
、
申
請
書
に
記
載
し

た
事
項
に
変
更
が
生
じ
た
と
き
ま

た
は
店
舗
廃
止
等
の
理
由
で
取
り

組
み
を
中
止
す
る
と
き
は
、
内
容

変
更
・
中
止
届
を
環
境
課
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

　

登
録
店
舗
に
は
、
登
録
証
お
よ

び
ポ
ス
タ
ー
を
交
付
し
ま
す
の
で
、

店
舗
内
の
見
や
す
い
場
所
に
掲
示

し
て
い
た
だ
き
、
上
記
１
～
６
の
取

組
項
目
に
つ
い
て
、
来
店
者
へ
積
極

的
に
広
報
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
事

業
所
名
お
よ
び
取
組
内
容
を
紹
介

し
ま
す
。

※
申
請
書
お
よ
び
内
容
変
更
・
中

止
届
の
様
式
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

▼
環
境
課
（
☎
64
・
３
１
５
０
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は

こ
ち
ら

６月６月はは

環境月間環境月間

　ひょうご森の倶楽部は、人々の癒し・土砂災害と水害等の自然災害の防止（防災）・流域
治水・生物多様性維持向上・自然環境保護・水源涵養・SDGs等を目的に、森林整備ボラン
ティアを行っており、児童たちへの環境教育にも取り組んでいます。
　５月25日には、「郷土の自然や歴史・文化にふれ、故郷を愛する心を育む」ため、誉田小
学校全児童参加のウォークラリー（コース：林田川東岸地区）が行われ、里山で児童たちの案内役を務めました。
　５月５日には、ウォークラリーに先立つ森林整備として、沖縄慰霊塔周辺の整備、散策道の落葉掻、浮石と落下枝
の撤去、周辺の危険木の除去を行いました。

ひょうご森の倶楽部の活動 誉田小学校ウォークラリー ６月は「豊かなむらを災害から守る月間」です
　これからの時期は、梅雨や台風により、ため池の決壊やがけ崩れ等の災害
が発生しやすくなります。
　危険な場所・避難場所は、市ホームページ（防災マップ）や県ホームページ 
（ＣＧハザードマップ）で確認できます。

▶ 農林水産課（☎64・3137） ▶ 危機管理課（☎64・3219）、農林水産課（☎64・3157）、農地整備課（☎64・3159）

沖縄慰霊塔前で説明
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